






 

研究目的 

 超音波パルス波は広く臨床診断に用いられており,その胚,胎芽,胎児に対す

る影響,特に安全性の確認は非常に重要な問題となっている。われわれは,昭和

50 年度より臨床用診断装置と凹面振動子とを用いて発生させた集束超音波バ

ルス波をマウス及びラット着床前胚に対して照射して,パルス波の着床前胚に

対する影響を観察しているが,本年度はパルス波を照射したラットの着床前胚

の子宮内移植を行ない,移植後の胚の発育を着床,胎内死亡,胎仔体重,胎仔外表

奇形の面より検討中である。 


